



長 井 真 隆
(富山市科学文化センタ-)
人生は，人や自然あるいは書物との出合いに始まり， 人で，堤防の木蔭(かげ)にねころんで青い空を見つめ
それらが織りなす織物のようなものだ。死の直前まで織 て昼寝するのが楽しみであった。 1週間働いて 350円に
り続けられ，織り直しも染め直しもきかない。たとえ， なったので， その足で古本屋に駆けつけて図鑑を買っ
しばしの出合いであってでも，感動が大きければ大きい た。うれしかった。これが，自分で購入した最初の本で





















込んで作業員に雇ってもらった。暑さのなかの慣れない (55. 4. 8 北日本新聞〉
仕事で大変であったが，昼休みに， もう 1人の学生と 2
- 15ー
